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　本論で述べる係わり合いの期間は、2015 年 2 月
から 2016 年 1 月であり、係わり合いは現在も継続
中である。途中、9 月の 1ヶ月間は、筆者の教育実
習のために係わり合いを中断した。第一筆者が週に
1 度 Vs の自宅を訪問し、主に自宅のリビングにて























た。現時点で 23 回分のビデオ記録と、A4 用紙 100
枚程度の筆記記録がある。また、1 回目と 2 回目の













んできた活動について記述する。2015 年 2 月 24 日



































































































































































2 ? 24 ?
3 ? 3 ?
3 ? 17 ?
3 ? 24 ?
3 ? 31 ?
4 ? 6 ?
4 ? 14 ?
4 ? 21 ?
5 ? 12 ?
5 ? 19 ?
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7 ? 7 ?
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10 ? 13 ?
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11 ? 24 ?
12 ? 1 ?
12 ? 8 ?
12 ? 15 ?
12 ? 22 ?





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　①色紙貼り（3 月 17 日）
　Vs がホイル折り紙に働きかけているなかで「のり
するの（折り紙にのり付けをして貼りたい）」と言う。





























































































































































































　Fig.1 と Fig.2 を併せて見ると、複合的な特性の








人とのやりとり側（第 1、第 2 象限）にある活動の
多くが、感覚受容側（第 3、第 4 象限）にある活動
から展開されていることがわかる。図中においては、
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